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平成 24 年 12 月期第 2 四半期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成24年2月20日に公表いたしました平成24年12月期第2四半期（平

成24年1月1日～平成24年6月30日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいた

します。 

平成 24 年 12 月期 第２四半期連結業績予想の修正等 

(１) 第２四半期（平成 24年 1 月 1 日～平成 24 年 6 月 30 日） 

                           （単位：千人民元、括弧内は千円） 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり

四半期純利

益 

人民元（円） 

前回予想（A） 
418,000 

 (5,232,653) 

16,852 

 (210,954) 

12,802 

 (160,254) 

9,600 

 (120,176) 

 13.39 

(167.61) 

今回修正（B） 
276,338 

 (3,459,287) 

12,764 

 (159,786) 

17,341 

 (217,074) 

13,799 

 (172,742) 

19.25 

(240.92) 

増減額（B－A） 
△141,662 

 (△1,773,365) 

△4,087 

(△51,167) 

4,539 

 (56,820) 

4,199 

 (52,566) 

5.86 

 (73.31) 

増減率 △33.9% △24.3% 35.5% 43.7% 43.7% 

（ご参考）前

期中間期実績 

450,207 

 (5,635,833) 

5,502 

 (68,875) 

 500 

(6,253) 

16,300 

 (204,047) 

22.73 

(284.58) 

(注) 「円」で表示されている金額は、平成 24 年 6 月 29 日現在の上海外貨取引センターの対円の相場終値、
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100 円＝7.9883人民元で換算された金額です。以下同じです。 

 

(２) 修正理由 

2012 年上半期における中国経済は、国内外の複雑な経済情勢に直面し、経済成長が鈍化傾向を

続けており、中国全土の電力需要の伸びも低下しております。 

上記影響を受け、火力発電所の脱硫・脱硝市場においては、競争が更に激化し、新規契約の商

談に予定より時間がかかっているため、当社グループの新規着工案件が減少したこと、及び、事

業主側における資金力不足による工事進行延期等の影響を受けたことにより、EPC の売上高が当

初予算を達成しておりません。 

また、グリーン石炭事業モデル転換による中国国内石炭市場の不振に伴い、石炭の仕入れ及び

販売量が減少したことも、当社グループの売上高に多大な影響を与えております。 

 一方、当第 2 四半期において、当初予想に計上されていなかった中国政府より支払われた補助

金 (ハイテク成果転換プロジェクト専用資金) 6,529 千人民元（81,726 千円）を営業外収益に計上

したことにより、2012 年上半期における経常利益及び純利益は当初予想を上回る見込みでありま

す。なお、本補助金は申請に基づき、その都度支払われるものです。 

上述の要因から、売上高が当初予想を下回る見込みとなったこと及び経常利益並びに純利益が

当初予想を上回る見込みとなったことを理由として、業績予算を修正するものであります。 

2012 年2月20日に公表した当社2012年12月期（通期）業績予想については、下半期において不

確定要素が多いため、引続き精査を進めてまいりますが、修正が必要な場合には速やかに公表い

たします。 

 

 

 本書に記載されている業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績は、様々な要因により予想と大きく異なる可能性

があります。 

 

以   上 


